
創
造
工
学
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。当
社
で
は
、

1
9
8
0
年
代
か
ら
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
分
析

に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
中
心
に
、大
学
や
他
社
と
連
携
も

し
な
が
ら
意
思
決
定
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
り
広
範
囲
の

デ
ー
タ
分
析︵
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
︶、意
思
決
定

分
野
の
シ
ス
テ
ム
開
発
、
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
先
端
技

術
を
採
用
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

デ
ー
タ
分
析
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
社
に
は
民
間
企
業
や
研
究
機
関
な
ど
か

ら
様
々
な
相
談
や
共
同
研
究
の
依
頼
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
は
、

新
製
品
投
入
時
の
市
場
シ
ェ
ア
動
向
予
測
、

テ
レ
ビ
視
聴
率
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

物
流
に
お
け
る
貨
物
の
効
率
的
な
積
み
付
け

方
法
検
討
、
公
共
交
通
機
関
の
ダ
イ
ヤ
最
適

き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、過
去
の
購

買
履
歴
、
広
告
出
稿
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

い
っ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
商

品
選
択
行
動
モ
デ
ル
︻
図
表
︼
を
構
築
す
る

こ
と
で
様
々
な
広
告
手
法
や
価
格
設
定
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。算
出
さ
れ
た
販
売

予
測
を
踏
ま
え
て
、
製
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
の
構
築
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
新
し

い
発
見
も
あ
り
ま
す
が
、
仮
説
が
裏
付
け
ら

れ
﹁
や
は
り
そ
う
な
ん
だ
﹂
と
い
う
お
声
を

い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。﹁
商
品
A
の

災
害
発
生
時
の
地
域
住
民
の
行
動
、
新
商
品

の
発
売
が
消
費
者
心
理
に
与
え
る
影
響
、
特

定
の
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
際
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
行
動
変
化

―
社
会
に
は
予
測
が

困
難
と
思
わ
れ
る
複
雑
な
事
象
が
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
象
に
対
し

て
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
最
適
な
解
を
見
出
そ
う
と
し
て

い
る
の
が
構
造
計
画
研
究
所
の
創
造
工
学
部

で
す
。
同
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
人
間
の
意

思
決
定
を
支
援
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
創
造
工
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
室 

太
田
悠
太
氏
に
伺
い
ま
す
。

複
雑
な
問
題
の“
解
”を
導
き
、

人
間
の
意
思
決
定
を
支
援

実
社
会
の
複
雑
な
問
題
の＂
解
＂を
導
き
出

し
、人
間
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こ
と
で
社

会
の
最
適
な
カ
タ
チ
を
目
指
す

―
そ
れ
が

化
、
災
害
時
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
。
前
例
の
な
い
困
難
な
課
題
も
多
い
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
知
見
を
活
か

し
、
様
々
な
領
域
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
思

決
定
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

社
内
の
暗
黙
知
が
デ
ー
タ
で
裏
付
け
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
例
と
し
て
、大
手
消
費

財
メ
ー
カ
ー
向
け
の
デ
ー
タ
解
析
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
案
件
を
紹
介
し
ま
す
。ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
は
、消
費
者
や
製
品
の
市
場
動
向
を
モ

デ
ル
化
す
る
こ
と
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
法

を
最
適
化
し
た
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。同
社
の
広
告
予
算
は
大
き
く
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
も
テ
レ
ビ
C
M
、
店
頭

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、W
E
B
、街
頭
広
告
な
ど

多
様
。そ
れ
ゆ
え
に
、﹁
ど
の
広
告
手
法
が
、ど

ん
な
消
費
者
属
性
に
ど
の
程
度
影
響
し
た
の

か
﹂と
い
う
因
果
関
係
を
全
て
明
確
に
把
握
で

データ分析・ 
意思決定支援

コンサルティング

社
会
の
複
雑
な
事
象
や

人
間
の
意
思
を
モ
デ
ル
化
し
、

最
適
な
解
を
見
出
す

【図表】商品選択行動モデル
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複雑な社会事象などを再現・分析する「マルチエージェントシミュレーション」のプ
ラットフォーム『artisoc（アーティソック）』。プログラミング初心者でも簡単に扱え、様々
な研究分野において意思決定支援・分析ツールとして活用されている。人間などのエー
ジェントの自律的な意思決定プロセスをモデル化し、仮想社会の中で行動させることで、
個々の相互作用により生じる様々な状況をシミュレーションが可能で、「コンピュータ
のなかの人工社会」が様々な分野で意思決定支援を実現する。

■ 構造計画研究所の詳細および太田氏のインタビューは、P.052～053をご覧ください。

海上運送業を中心とする総合物流事業をグローバルに展開する日本郵船株式会社。常に
変動する貨物需要に応じて世界中を飛び交うコンテナは輸出と輸入の量が一致すること
はなく、各地でコンテナの余剰・不足が発生していた。この不均衡解消のために多くの
空コンテナが拠点間で回送しており、維持管理にかかる経費は年間約300億円。日本郵
船の定航系基幹システム「OSCAR」と連携するシステムを開発し、世界各地のコンテ
ナ輸送状況や過去の取引実績から現状把握と将来のコンテナ需要予測を実現。100億円
程度の改善効果が見込まれる。

輸送計画の最適化システム構築（日本郵船様）

数理学・統計学的モデルで世界中のコンテナの輸送計画を予測

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
消
費
者
属
性
X
に
効

果
が
大
き
い
﹂
と
い
っ
た
、
勘
や
暗
黙
知
と

し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
が
、
デ
ー
タ
で
裏
付
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
策
定
す

る
う
え
で
心
強
い
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
＂
デ
ー
タ
が
全
て
＂
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
の
視
点

も
非
常
に
重
要
で
、
現
実
的
な
運
用
手
法
や

様
々
な
制
約
な
ど
を
踏
ま
え
て
ど
う
実
際
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
考
え
る

の
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

意
思
決
定
支
援
の
可
能
性

近
年
は
I
o
T
の
進
展
で
取
得
で
き
る

デ
ー
タ
の
種
類
・
量
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て

お
り
、そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で

意
思
決
定
支
援
の
対
象
領
域
も
広
が
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
機
械
学
習
領
域
の
進
化
も
目

覚
ま
し
く
、
デ
ー
タ
分
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
精
度
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。
私
達
も
先
端
技
術
の
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
、
研
究
や
論
文
発
表
も
行
う
こ
と
で
、

＂
社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
の
最
適
化
＂
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
構
造
計
画
研
究
所

創
造
工
学
部 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
室

太
田
悠
太
（
お
お
た
・
ゆ
う
た
）

定型梱包が難しい建築資材などは形状・サイズが様々で重量も大きいため、ト
ラックに無計画に積みつけると輸送コストの上昇だけでなく、資材の破損に
もつながりかねない。本プロジェクトでは資材サイズに関する詳細なデータ
を整理し、効率的な積み付けプランを自動作成できる既存システムにトラッ
クへのバンニング技術などの機能を加味することで、独自の積み付け最適化
システムを構築。現在は出荷後の拠点間輸送や物流ネットワーク構築改善な
どのプロジェクトにも発展している。

建材物流改善プロジェクト
（建築資材メーカー）

最も効率的で安全な資材の積み付け手法をシミュレーション

1

2

3

マルチエージェント・
シミュレーションプラットフォーム『artisoc』
コンピュータ内で作られた人工社会の観察を通じた意思決定支援

意思決定支援に関する事例・製品
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